
未利用駐車空間を活用した蓄電池整備のあり方に関する研究
―千代田区大手町・丸の内・有楽町地区を対象として―

千葉大学大学院 村木美貴・大沼麟太郎・平岡拓

研究の目的：大丸有地区を対象に、未利用駐車空間を活用した防災性の向上に
資する蓄電池整備のあり方を明らかにする

1.

2.

✓ 災害時における安定的なエネル
ギー供給の必要性

✓ 電力ひっ迫時における需要側の対
応力の強化

研究の背景と目的

都市
防災

駐車場
整備

✓ 自動車分担率の減少に伴う駐
車需要の低下による余剰駐車
場増加に伴う社会的損失

＋

未利用駐車空間活用の方向性

➊ 国、東京都ともに、稼動率の低い駐車場での防災目的での蓄電池、EV充電設備の設置を
促進する方針。

❷ 非常時の電力需要算出方法

3. 未利用駐車空間活用への蓄電池導入可能性
❷単価及び容量の
観点からリチウ
ムイオン電池及
びNaS電池の導入
を検討

➊年間ピーク時にお
ける空き駐車ス
ペースを「駐車場
需給に関する調
査」を用いて一
般・時間貸利用を
算出

地下駐車場 ❸法規制の確認

❹蓄電池導入

パターンの設定

蓄電池整備による防災性評価①
非常時の電力供給可能時間の増加分を評価

❺ 蓄電池整備による防災性②
評価ビルごとの電力供給可能時間

4. 未利用駐車空間活用への
蓄電池整備のあり方

✓ 蓄電池整備による非常用電源確保の必要性

✓ 規制緩和パターンで一定の防災性向上 ✓ 蓄電池整備による防災性向上効果がみられる

➊費用対便益による事業性評価

✓ 防災性向上効果が便益に反映されず、蓄電
池による間接便益の考慮が必要

❷間接便益の設定

❸間接便益を考慮したB/C

✓ 複数パターンで事業性の確保が可能

❹蓄電池導入のメリット・デメリット

✓ NaS電池は安全性・環境性、リチウムイオン
は事業採算性に課題

5. 結論

✓ 建物ごとの導入効果の差異が顕著に
見られたため、駐車場利用状況や電
力需要を考慮した導入効果の測定を
行い、導入箇所の選定を行うことの重
要性。

✓ 事業性の確保には課題が残る。間接
便益の考慮でB/C＞1.0となるが、事業
スキームの構築、技術革新に伴う機器
性能の向上等、事象の考慮が必要。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


